
令和６年度第２回 岐阜大学特定機能病院外部監査委員会記録 

 

日時 令和７年２月１８日（火） １７：００～１７：５５ 

場所 医学部本館１階 大会議室 

出席者 冨田委員長、中西委員、王委員、清住委員、青木委員 

関係出席者 秋山病院長、熊田副病院長・医療安全管理責任者・医療安全管理室長、

久野医療安全管理室副室長、深尾看護部長、中野看護師ＧＲＭ、塚田臨床倫理室長、

馬場感染制御室長、鈴木医薬品安全管理責任者、安田副薬剤部長、飯原薬剤師ＧＲＭ、

柚原臨床工学技士長、松尾医療放射線安全管理責任者、井上診療放射線技師長、加藤

事務部長、坪井総務課長、加藤経営管理課長、山口医事課長、佐藤医療支援課長、杉

本総務課長補佐、月山医事課長補佐、照元医療支援課長補佐、川島医療支援課専門員、

藤谷医療支援課専門職員、髙松総務係長 

 

１ 開会 

病院長挨拶 

 秋山病院長から開会に先立ち、挨拶があった。 

 

２ 議事 

 

（１）医療事故調査について（資料１） 

 

熊田医療安全管理責任者から資料１に基づき、医療事故調査制度や事例、本院で

の取組状況について説明があった。 

 

      ＜説明に対する主なご意見 〇：意見・質問 ●：回答＞ 

○膨大な量のレポート、専門領域以外の部分における放射線科診断レポートへの対

応について。 

●本院では年間約４万件のレポートが作成されている。その診断レポートについて

未確認の場合はアラートが発出されるが、レポートを確認した上で、未対応の場

合のアラートは技術的に困難である。そのため、レポートに重要度を付与し、医

療安全管理室でもチェックすることや、各種研修等で見落としや対応忘れが無い

ように取り組むことに加えて、患者さんから検査結果の確認をするよう促すポス

ターの掲示を実施している。 

〇重要度は放射線診断医が付与するのか。 

●そのとおりである。カルテ更新に伴いオプションとして機能を追加した。また読

影率の維持向上にも取り組んでいるところである。 



（２）令和６年度拡大医療安全管理室員会議の活動報告について（資料２） 

 

  熊田医療安全管理責任者から資料２に基づき、令和６年度拡大医療安全管理室員

会議における検討題目及び検証状況について報告があった。 

 

      ＜説明に対する主なご意見 〇：意見・質問 ●：回答＞ 

〇今後起こりうる問題として、読影における AI の活用の部分についても今後検討

してもらいたい。 

 

（３）令和６年度上半期インシデント・合併症報告について （資料３） 

 

中野看護師ＧＲＭから資料３に基づき、令和６年度上半期分のインシデント報告

があり、部署・職種・患者影響レベル・表題別の発生件数の説明があった。 

       ＜説明に対する主なご意見 〇：意見・質問 ●：回答＞ 

 

○昨年度より報告が増加し、特に研修医からの報告が大きく増加している点、転倒

転落における重要度の高いインシデントが減少している点が評価できる。 

〇ポジティブインシデントに関する報告も増加しており、現状の取り組みを今後も

続けてもらいたい。 

 

（４）令和６年度「特定機能病院間相互のピアレビュー」について （資料４） 

 

熊田医療安全管理責任者から資料４に基づき、特定機能病院間のピアレビューに

ついて、本院における取組状況、講評における指摘事項等について説明があった。 

＜説明に対する主なご意見 〇：意見・質問 ●：回答＞ 

 

 〇医療安全専従看護師も１名から来年度２名体制になるとのことなので、引き続き

対応をお願いしたい。 

 

（５）重点医療機器の定期点検について （資料５－１，５－２） 

 

松尾医療放射線安全管理責任者及び柚原臨床工学技師長から資料５―１，５－２

に基づき、重点医療機器の定期点検状況について説明があった。 

＜説明に対する主なご意見 〇：意見・質問 ●：回答＞ 

○多くの放射線機器、医療機器が稼働しているが、引き続き点検について対応して

いただきたい。 



（６）令和６年度臨床倫理室の活動状況について （資料６－１，６－２，６－３） 

 

塚田臨床倫理室長から資料６－１、６－２、６－３に基づき、高難度新規医療技

術等の申請、実施状況及び生命倫理を伴う緊急医療行為の実施協議の開催状況につ

いて説明があった。 

＜説明に対する主なご意見 〇：意見・質問 ●：回答＞ 

○案件に応じて対面・書面会議を使い分け、しっかりと対応されている。 

〇高難度についても承認後のフォローがされており評価できる。 

〇輸血を拒否された事例についてどのような対応をされたのか。 

●本院は医療上の判断で輸血をせざるを得ないと判断した場合は輸血をする旨公

表しているところであるが、本事例は治療に猶予があったため、他院に転院した。 

〇患者さんが騒ぐ等の案件があった場合の対応はどうか。 

●本院は警察 OB である保安員を配置しており、医療従事者より適宜連絡をいただ

き対応している。 

〇終末期における感染対策上の家族への対応はどうか。 

●できる限り、家族に面会いただくようにしているが、困難な場合は毎日ご家族に

状況を連絡するなど対応している。 

 

３ その他 

総務課長から次回の日程について、６月頃に開催を予定し日程調整を行う旨、説明

があった。 

  



資 料 一 覧 

 

資料１  （Ｐ １） 医療事故調査について 

 

資料２  （Ｐ ９） 令和６年度拡大医療安全管理室員会議の活動報告 

 

資料３  （Ｐ１１） 令和６年度上半期分のインシデント・報告集計結果 

 

資料４   （Ｐ１３） 令和６年度「特定機能病院間相互のピアレビュー」 

講評文書等記載用紙 

 

資料５－１ （Ｐ２１） 医療機器定期点検簿（放射線関係） 

 

資料５－２ （Ｐ２３） 医療機器の点検報告について（医療機器関係） 

 

資料６－１ （Ｐ３９） 令和６年度 

生命倫理を伴う緊急医療行為の実施協議開催状況 

 

資料６－２ （Ｐ４３） 高難度新規医療技術等申請一覧 

 

資料６－３ （Ｐ４９） 令和６年度 臨床倫理コンサルテーション実施状況 

 

参考資料１ （Ｐ５１） 岐阜大学特定機能病院外部監査委員会委員名簿 

（令和７年２月１日現在） 

 

参考資料２ （Ｐ５３） 岐阜大学特定機能病院外部監査委員会規程 


